
新
短
歌
論
序
説宮

崎
信
義
歌
集

『千
年
』
を
中
心
と
し
て

安

森

敏

隆

(
一
)

大
正
十
二
年
九
月

一
日
の
関
東
大
震
災
を

一
つ
の
契
機

と
し

て
、
日
本

の
社
会
は
不
況
が

一
般
化
し
、

こ
れ
ま
で

つ
ち

か

っ
て
き
た
近

代
化
が
根

底
か
ら
揺
り
動
か
さ
れ

る
矛
盾
を
露
呈

し
て
き

た
。

さ
ら
に
世

界
的

な
不

況

の
あ
お
り
を
う
け

て
労
働
者
階
級

や
農
民

の
生
活

が
深
刻
化

し
、

プ

ロ

レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
運
動
が
活
発
化

し
て
く
る
時
期

で
も
あ
る
。

文
壇

に
お

い
て
は
大
正
十
三
年
、
「
文
芸
戦
線
」

(六
月
)

と

「文
芸

時
代
」

(十
月
)

の
創
刊

に
よ
り
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

と
新
感
覚
派

の
文

学
運
動
が
お

こ

る
。

こ
の
と
き
、

歌
壇

に
お

い
て
も

こ
れ

ま

で
歌

壇
を
席

捲
し

て
い
た

「
ア
ラ
ラ
ギ
」

の

「
写
生

」
を
も

と
に
お

い
た
現
実

的
な
写
実
主
義

に
限

界
が
み
え

は
じ
め
、
社
会

の
状
況
を
的
確

に
把
握

し
人
々

の
心
を
と
ら
え

る

こ
と
が
出
来
な
く

な

っ
て
き

て
い
た
。

そ
う
し
た
折
り
も
折
り
、
閉
塞

的
な
歌
壇

の
現
状

に
風
穴
を
あ

け
る

べ
く
大

正
十

三
年
四
月
、
超
結
社
的

な

「
日
光
」
が
創
刊

さ
れ

る
の
で
あ
る
。

「
日
光
」

は
、
大
正
歌
壇
を
席
捲

し
た

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
中
心
と
し
た

結
社

の
宗

匠
主
義

に
よ

っ
て
閉
鎖

さ
れ
た
歌
壇
か

ら
脱
却
し
、
「
日
光

の

(註
①
)

如
く
明

る
く
」
交
流
す

る
場
と

し
て
創

刊
さ
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
北
原

白
秋
、
前
田
夕
暮
ら
を
中
心

に
、
石
原
純
、

釈
迢
空
、

小
泉
千
樫
と

い

っ

た

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
脱
却
者

ら
三
十
余
名

で
発

足
し
た
と

こ
ろ

に
大
き
な
特

徴
が
み
ら
れ

る
。

こ
こ
で
活
躍
す

る
石
原
純

は
、
大
正

五
年

に
理
学
博

士

の
学
位
を
得
、

ひ
ろ
く
相
対
性
理
論

の
紹
介
者

と
し
て
世
界
的

に
知

ら
れ
た
人

で
あ
る
。

大
正
十
年
七
月
、
原
阿
佐
緒
と

の
恋
愛
問
題

か
ら
大
学

教
授
を
辞
し
、
妻

九



新
短
歌
論
序
説

子

と
別
れ

て
同
棲

す
る
。

そ
し

て
翌
年
、
「
ア
ラ

ラ
ギ
」
を
去

っ
て

「
日

光

」

に
参
加

し
、
第

一
歌
集

『
靉

日
』

(大
十

一
・
五
)
を
上
梓

す
る

の

で
あ
る
。
氏

に
は
、
島
木
赤
彦

の

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
流

の
禁
欲
主
義
だ

は
律

し
き
れ
な

い
自
由
さ
と

口
語
短
歌

へ
の
新
傾
向
が

こ
の
期
か
ら
み
ら
れ
、

作

品
は
三
行
書
き
を
中
心

に
句
読
点
を

つ
け
る
な
ど
表
記

に
も

い
ろ
い
ろ

(註
②
)

な
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
。

の
ち

に
著
し
た
歌
論

「
新
短
歌
概
論
」

で
、

こ
の
期
を
振
り
返
り
、

新
短
歌
は
生
ま
れ
た
。

そ
れ

は
大
正
末
年
か
ら
昭
和

に
移

る
時
期

に

お
け
る

一
つ
の
事
実

で
あ

る
。

と
言

い
、
従
来

の
五
七
五
七
七

の
短
歌
定
型
と
古
典
的
語
法

に
対

し
、
形

式
と
語
法

の
二

つ
の
改
善

を
提
唱

し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、

こ
の
期

に
お

け

る
時
代
的

な
養
成

と
し
て

「
口
語
、

即
ち
現
代
語
法

の
使

用
」

が
必
然

と

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
、
従
来

の
短
歌

の
定

量
性
説

な
ど

の
無

価
値

な
る
こ
と
を
説
き
、
新
短
歌
理
論

の
支
柱
を

つ
く

っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

口
語
短
歌
も

す

で
に
早
く
は
明
治
三
十
年
代

か
ら
あ
り
、
再
び
大
正
九

年
頃

よ
り
口
語

短
歌

の
台

頭

の
の
き
ざ
し
が
み
え
は
じ
め
、
大
正
十

一
年

に
は
、
西
村

陽
吉
、

青
山
霞
村
、
西
出
朝
風
共
同
編
集

の

『
現
代

口
語
歌

一
〇

選
』

(
十

一
月
)

が
刊
行
さ
れ

た
り
し

て
い
る
。

一
方
、

渡
辺
順

三
は
大

正
十

三
年
、

第

一
歌
集

『
貧
乏

の
歌
』

(
十
月
)
を
上

梓
す

る
。
順

三
は

こ
の
後
、
大
正
末
年
か

ら
昭
和
初
年

に
か
け

て
新
短
歌
協
会
、
新

興
歌
人

連
盟
、
無
産
者
歌
人
連
盟
、

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
歌
人
同

盟
を
経

て
プ

ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
運
動

の
中
心
的

な
人
物

と
な

っ
て

い
く

の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
期

に
時
代
的

必
然

と
し
て
隆
盛

し

て
き
た
口
語
歌
と
新
短
歌
は
、
少

数

の
歌
集
を

の
ぞ
い

て
は
実
作

面
に
お
け
る
成

果
を
あ
ま
り
獲
得
す

る
こ

(註
③
)

と
が
出
来

ぬ
ま
ま
今

日
ま

で
受
け
継
が
れ

て
来

て
い
る

の
で
あ

る
。

(
二
)

宮
崎

信
義

は
、

こ
う
し
た
時
代
を
背
景
と
し

て
、
明
治

四
十
五
年

二
月

二
十

四
日
、

滋
賀
県
息
長
村

に
生
ま
れ
た
。
明
治

四
十
五
年
と
言
え
ば
、

(註
④
)

明
治

の
初
期

に
御
歌
所

の
長
を

し

て
い
た
高
崎
正

風
が
亡
く

な
り
、
『
一

握

の
砂
』

の
石
川
啄
木
が
亡

く
な

っ
た
年

で
あ
り
、
作
家

で
は
、
檀

一
雄
、

武
田
泰
淳
、
杉
森
久
英
、
大
原
富
枝
、
歌
人

で
は
宮
柊

二
が
生

ま
れ

た
年

で
も
あ
る
。
大
正
十
三
年

に
、
彦
根
中
学

に
入
学
し
た
頃

よ
り
校
友
会

の

雑
誌

に
短
歌
を

発
表
す

る
よ
う

に
な
る
。

そ

の

へ
ん

の

「
新
短
歌

」

や

「
口
語
自
由
律

短
歌
」

と
の
出
会

い
に

つ
い
て
宮

崎
信
義

の

「
新
短
歌
」

の
弟
子

で
あ

る
光
本
恵
子

は
、
次

の
よ
う
に
言
う
。



明
治

の
中
期

に
な

っ
て
、
言
文

一
致

の
運
動
が
起

こ
り
、
さ
ら

に
大

正

デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
経

て
、

昭
和

に
入

る
と
、

短
歌

の
世

界

に
も
、

言

文
を
具
体
的

に
更

に

一
致

さ
せ
よ
う
と
す
る
運
動
が
高

ま

っ
て
き
た
。

こ
れ
は
時
代

の
要
求

で
も
あ

っ
た
わ
け

で
、

は
じ
め
口
語
短
歌

と
総
称

さ
れ

て
い
た
が
、
次
第

に
口
語
自
由
律
短
歌

と
も
新
短
歌

と
も
呼
ば
れ

る
現
代
語

の
自
由

な
短
歌
が
主
張

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た
。

宮
崎
信
義

が
こ
の
口
語
自
由
律
短
歌

を
創

り
始

め
る

の
は
、
彦
根

中

学
か

ら
横
浜
専
門
学
校

(現

・
神
奈
川
大
学
)

に
進

ん
だ
昭
和
六
年

で

あ

る
。
前

田
夕
暮
主
催

の
歌
誌

「詩
歌
」

に
入
会

し
、

こ
こ

で
中
野
嘉

一
や
、
香
川
進
ら

に
出
会
う

こ
と

に
な
る
。

そ
の
頃

の

「詩
歌
」

に
は

土
田
杏
村
や
土
岐
善
麿
、
石
原
純

や
大
熊
信
行
、
清
水
信
、
児
山
敬

一
、

橋
本
甲
矢
雄
な
ど
も
時

々
寄
稿
し

て
い
た
。
昭
和
初
年
、

口
語
自
由
律

短
歌
は
隆
盛

の

一
途
を
辿

っ
て
居

た
が
、

そ
れ

は
歌
壇
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
が
当
時

の
現
状
以
上

に
煽
り
あ
げ
た
点
も
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

(註
⑤
)

か
、
と

い
う
気
も
し

て
い
る
。

学
生
時
代

の
宮
崎
信
義
は
、
新
宿

の
中
村
屋

で
開

か
れ

る

「
詩
歌
」

の
歌
会

に
出
席
し
た
り
、
前
田
夕
暮

の
家

へ
も
訪

ね
て
行
く

な
ど
か

な
り
積
極
的

に
行
動
し

て
い
た
よ
う

に
思
え

る
。

学
校
を
卒

業
す
る
と
大
阪

鉄
道
局

に
奉
職

後
、
「
詩
歌

」
を
退
会

し
、
石
原
純

の

「
立
像
」

に
作
品
を
送

っ
た
り
し

た
が
、
誘

わ
れ

て

逗
子
八
郎

の

「
短
歌
と
方
法
」

の
同
人

に
な

る
。

こ
う
し

て
勤
め

な

が
ら
も
、
精
力
的

に
短
歌
を
詠
み
、
ま
た
、
西
欧
的
な
も

の
を
採

り

入
れ
た
新
し

い
秩
序
を
求
あ
る
歌
論
を
し
ば
し
ば
書
き
続
け

た
。

昭
和
十
年
代
、

口
語
自
由
律
短
歌
論
も
出
そ

ろ
い
、

こ
れ
か
ら
が

飛
躍

の
時
と
思
わ
れ
た
が
、
満
州
事
変
か
ら

つ
い
に
は
第

二
次
世
界

大
戦

の
勃

発
と
な
り
、
開
き
か
け
た
花
は
開
花

で
き
な
か

っ
た
。
敗

戦

の
色
濃

く
な
る

に

つ
れ
統
制
と
圧
力

に
よ

っ
て
自
由

は
規
制
さ
れ

て
し
ま

っ
た
。

口
語
短
歌

の
リ

ー
ダ

ー
で
あ

っ
た
」
前
田
夕
暮

は
、

再

び
文
語
定
型

の
短

歌

に
戻

っ
て
い

っ
た
。
結
局
、
敗
戦
時

に
は
口

語
自
由
律
短
歌

は
、
壊

滅
寸
前

に
な

っ
て
い
た

の
で
あ

る
。

(同
前
)

明
治
、

大
正
期

の

「
口
語
自
由
律
短
歌
」

や

「
新
短
歌
」

の
動
き

に

つ

い

て

つ
い
て
論
じ
、
さ
ら

に
宮
崎
信
義

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
言
う
。

新
短
歌
論
序
説

昭
和

二
十

四
年

に
な

っ
て
、
満

を
持

し

て
い
た
か

の
ご
と
く
宮
崎
信
義

は
口
語
自
由
律

の
雑
誌

「新

短
歌
」

を
創

刊
し

て
、
今

日
ま

で
来
る

の
で

あ

る
。

こ
れ
ま
で
の
氏

の
刊
行
さ
れ
た
歌
集

を
あ
げ

て
み
る
と
、
次

の
よ

=



新
短
歌
論
序
説

う
に
な
る
。

第

一
歌
集

『
流
域
』

昭
和
三
十
年

二
月
刊

新
短
歌
社

第
二
歌
集

『
夏
雲
』

昭
和
三
十
年
十

一
月
刊

新
短
歌
社

第
三
歌
集

『
交
差
路
』

昭
和

三
十

二
年
九
月
刊

新
短

歌
社

第

四
歌
集

『
急
行
列
車
」

昭
和

四
十

四
年
十
月
刊

初
音

書
房

第
五
歌
集

『
梅
花
忌
』

昭
和
五
十

一
年
九
月

刊

短
歌

新
聞
社

第
六
歌
集

『
和
風
土
』

昭
和
五
十

二
年
十

二
月
刊

白
玉
書
房

第
七
歌
集

『
二
月

の
火
』

昭
和

五
十

八
年

二
月
刊

短
歌
研
究
社

第
八
歌
集

『
太

陽
は
今
』

昭
和
六
十
三
年
三
月
刊

短
歌
研
究
社

第
九
歌
集

『地

に
長

く
』

平
成
八
年
四
月
刊

短
歌
研
究
社

第
十
歌
集

『千

年
』

平
成
十

四
年
八
月
刊

短
歌
研
究
社

(
三

)

今

回
は
、
第
十
歌
集

『
千
年
』

(平
成
十

四
年

八
月
刊

短
歌
研
究
社
)

を
中
心

に
考
察

し
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

こ
の
、
最
新
歌
集

『
千
年
』
は
、

ま

こ
と

に
よ

い
歌
集

で
あ

り
、

な
に
よ
り
も
題
名

が
よ
い
。
だ
が
、
集
中

の
歌
を
見

て
い
る
と

「
千
年
」

で
は
な
く

「
万
年
」
と
い
う
題
が
本
当
は
、

付
け
た
か

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。

一
二

叡

山
も

鴨
川

も
何
万
年

何
十

万
年

が
経

っ
て

い
よ
う

人

は
何
年

(す
き
間
)

何
万
年
何
十
万
年
人

は
ど
う
し

て
生
き

て
き

た
の
か
ま

こ
と
不
思
議

だ

(九
百
十
五
日

六
月
三
十
日
)

一
万
年
も

の
水
を
湛
え

た
湖
が

あ
る
丼
だ

っ
て
ご
馳

走
だ
と
は
思
わ

ぬ
か

(食
う
こ
と
産
む
こ
と
)

氏

の

〈眼
〉

は
、
千
年

で
は
な
く
、
万
年
、

い
や
、
何
十
万
年
も

の
未

来
と
過
去

を
見

つ
あ

て
う
た

っ
て
い
る
。

「
叡
山
」

や

「
鴨
川
」

を
見
る

目

で
、

「
人
」

の

一
生
を
見
、

と
ら
え

て
う

た
わ
ん
と
し

て
い
る
と

こ
ろ

が
、

た
だ
者

で
は
な
い
。

ま
た
、
生

き
る

こ
と

へ
の
、
人
と
し

て
生
ま
れ

て
き

た

こ
と

へ
の
希
望

と
意

志
が

こ
れ
ほ
ど
み
な
ぎ
り
、
勇
気
が
与

え
ら

れ
る
歌
集

に
は
、
め

っ
た

に
出
会

え
る
も

の
で
は
な

い
。

ひ
さ
し
く
待
ち

望

ん

で
い
た
歌
集
と

い
え
よ
う
。

長
生
き
が

コ
ン
ク
ー
ル
の

一
つ
の
よ
う

に
な

っ
た
薬

の
飲

み
方

も
い

ろ

い
ろ
だ

(長
生
き
が
)

さ
て
八
十

の
手

習

い
を
は
じ
め
る
か
消
え
ゆ
く
も
の
見
え

て
く
る
も

の

こ
れ

で
よ

い
の
か
結
果

よ
り
も
理
念
が
知

り
た
い
そ
の
過
程

が
知
り



た

い

五
十
以
上
が
高
齢
社
員
と
か
息
子
も

そ
ん
な
年

に
な

っ
た

『
千
年
』
冒
頭

の
四
首

で
あ
る
。
世
間
並

み
に

「薬
」
を

の
み
、

八
十

歳
を
越

え
て
な
お

「
手
習

い
」

に
励
み
、

「結

果
」

よ
り
も

「
理
念
」

を

追

い
求
め
、
五
十
歳
を
越
え
た
息
子
を

コ
咼
齢
社
員
」
と

よ
ぶ
世
間

を
瞥

見
す

る
。
何
と
も
あ

っ
け
ら
か
ん
と
し

て
、
悠

々
自
適
。

そ
れ
で
い
て
、

ま

こ
と

に
知
的

セ
ン
ス
に
も
あ
ふ
れ

て
い
る
。

こ
の
宮
崎
短
歌

の
、

こ
の

よ
う
な
も

の
の
見
方
は

一
体
ど

こ
か
ら
来
た

の
だ

ろ
う
。

私
の
仕
合
わ
せ
は
母
が
作

っ
て
く
れ
た
母
が
死
ん
で
十
三
年

(親
子
三
代
)

丁
稚
奉
公
が
当
然
だ

っ
た
中

学

へ
行
け
た
こ
と
さ
え
仕
合
わ
せ
だ

っ
た

子
と
孫

に
は
さ
ま
れ

て
ビ
ー
ル
を
飲
む
親
子
三
代

で
ビ
ー
ル
を
飲

む

祖
父
も
父
も
覚
え
ぬ
者
が
親
子
三
代

で
ビ
ー
ル
を
飲
む
孫

の
誕
生

日

(父
方
)

悲

し
か

っ
た
こ
と
を
大
事

に
楽
し
か

っ
た
こ
と
も
大
切

に
し
て
お
こ
う

「
母
」

を
詠

ん

で
も
、

中
学
時

代

の

「
丁
稚
奉

公
」

を
詠

ん

で
も
、

「親

子
三
代
」

の
家
族
を
詠
ん

で
も
、
ま
た

「
悲
し
」

み
や

「
楽

し
」

み
を
詠

ん

で
も
何
と
も
あ

っ
け
ら
か
ん
と
し

て
、

そ
の
も

の
自
体
を

そ
の

新
短
歌
論
序
説

も

の
自
体

と
し

て
受
け
入
れ

よ
う
と
し

て
い
る
。

そ
れ

は
、

「
私

の
仕
合

わ
せ
は
母
が
作

っ
て
く
れ
た
」
と
あ
る
よ
う

に
、
氏

の
根
源

に
自
分

を
産

ん

で
く
れ
た

「
母
」
か
ら
さ
ず
か

っ
た
絶
対
的
な
愛

が
あ

っ
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。

そ

の

「
母
」

の
絶
対
的
な
愛
が
、
人
も
世
間
も
宇
宙
を
も

こ

の
よ
う
に
自

然

に
受
け
入
れ
さ
せ
、
溶
解
さ
せ

て
、

う
た
わ
せ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
、
思

っ
た

こ
と
だ

っ
た
。
そ

の
上

で
、
宮
崎
氏

の

「歌
」

の
特
徴

を
み
れ
ば
、
次

の
よ
う
な

こ
と

に
気
づ
く

の
で
あ

る
。

A
に
は
A

へ
の
B
に
は
B

へ
の
顔
を
し

て
は
い
け

な
い
の
だ

ろ
う
か

(見
比
べ
る
の
は
)

話

を
変

え
よ
う
A

+
B
は
C

で
あ

る
X

+
Y
も

C
で
あ

る

(同
)

不
倫
不
倫
と
さ
わ
ぐ

の
は
ど
う
か
足
し

て
二

で
割
れ
ば
済
む
も

の
な

の
か

(足
し
て
二
で
割
る
)

離

婚
率
35
%

の
ド
イ

ッ
ひ
り

ひ
り
と
し

て
キ

ャ
ベ

ツ
が
光

る

(
ひ
り

ひ
り
と
し
て
)

一
つ
は
、

こ
の
よ
う
に
、

一
首

の
中

で

「
A
」

と
か

「
B
」
「
X
」

「
Y
」

と
か

「
+
」

と
か

「
%
」
と
か

の

「
記
号
」
が
ふ
ん
だ

ん
に
用

い
ら

れ
、

こ
れ
以
上

な
い
と
言
う
ぐ
ら

い

「
歌
」

の
単
純
化
が
お

こ
な
わ

れ
て
い
る

=
二
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こ
と

で
あ

る
。

そ
れ
は

安
田
章
生
高
安
国
世
田
中
順
二
和
田
周
三

次
々
に
死
ん
だ

(雲
)

と

い
う
、
固
有
名
詞

の
羅
列

の
歌

に
も
ま

こ
と

に
み
ご

と
に
適
用

さ
れ
て

い
る
。
「
安
田
章
生
」
「
高
安
国
世
」
「
田
中
順

二
」
「
和

田
周

三
」

の
四
人

は
、
長

ら
く
京
都
を
中
心

に
、

つ
き

あ

っ
て
き

た
歌
友

で
あ
り
、
畏
友

で

も
あ

る
。

六
十

八
歳

で
老
後

だ
と
?
そ
れ
じ

ゃ
八
十

四
歳

を
ど
う
し

て
く
れ
る

(け
れ
ど
も
け
れ
ど
も
)

五
十
年
働
い
た
六
十
五
年
短
歌
を
作

っ
た
八
十
五
歳
に
な
っ
た

(太
い
声
で
)

七
十
か
ら
八
十

へ
老
年
が
上
が
っ
た
ち
と
老
い
の
歌
も
作
ら
ね
ば

(老
人
席
)

明
日
は
八
十

六
歳

こ
れ
が
八
十
五
最
後

の
手
紙
と
な
る

(明
日
は
)

さ
ら

に
も
う

一
点
は
、
「
五
十
八
歳
」
「
八
十
四
歳
」
「
八
十
五
歳
」
「
八

十
六

歳
」
と

い
う
ぐ
あ

い
に
、
ふ

ん
だ

ん
に
数
字
が
用

い
ら
れ
、

こ
の

一

巻

の
な
か

で
こ
と
ご
と
く
出

て
く

る

「
年
齢
」
が
、
お
お
く
な
れ
ば
な

る

だ
け
、

欣
喜
雀
躍
し
、
ヴ

ィ
ヴ

ィ

ッ
ド
に
蘇

っ
て
い
る

こ
と

で
あ

る
。

一
四

今

回
、
第
十

歌
集

『千

年
』
を
読
ん

で
も
、

こ
の
感
し
き
り

で
あ

る
。

京
都

に
あ

っ
て
、

「
新
短
歌
」

を
五
十
年
間
守

り
、

若
き
弟
子

で
あ

る
光

本
恵
子

の

「
未
来
山
脈
」

へ
と
合
併
し
、
二
十

一
世
紀

へ
と
出
発
し

た
宮

崎
短
歌

の
斬
新
さ
と
本
質

は
、

こ
の
辺
あ
た
り
に
あ

る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

(
四

)

か

つ
て
私
は
、
宮
崎
信
義

の

「
新
短
歌
」

の

「
新
短
歌
」

た
る
所

以
と

本
質

に

つ
い
て
、
光
本
恵
子
と
次

の
よ
う
な
対
談
を
し
た

こ
と
が
あ
る
。

安
森

宮
崎
信
義
さ

ん
や
光
本
恵
子

さ
ん
の
場
合

は
、

五
七

五
七

七
と

い
う
形

で
は
な
く

て
自
分

の
好
き

な
形

で
好
き

な
よ
う
に
、

あ

ま
り
美
し
く
整
合
性

の
あ

る
五
七
五
七
七

と
い
う
形

に
し
ば
ら
れ
る

の
で
は
な
く

「
新
短
歌
」
と

い
う
新

し
い
短
歌
を

お
こ
し

て
活
躍

さ

れ

て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
辺
あ

た
り
の
短
歌

の

フ
ォ
ル
ム
に

つ
い

て
ど
う
考
え

て
お

ら
れ

る
の
か
伺

っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

光
本

形

が
な
い
と
言

っ
て
も
ね
、
結

局
は
形
が
あ
る
と
思

っ
て

い
る
ん
で
す
。
と

い
う
の
は
、

た
と
え
ば
五
O
音

で
も

一
O
O
音

で

も

い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
結
局

は
た
だ
形

が
あ
る
と

い
う
だ
け

で
、
松
本

み
ね
子

さ
ん
の
を
読

ん

で
も
宮
崎
信

義
氏

の
を
読
ん

で
も



や

っ
ぱ
り
短
歌

の
三
十

一
音

と
い
う
も

の
を
基
調
音
と

い
う
も

の
は
、

そ

の
巾
と

い
う
も

の
が

そ
の
人

に
よ

っ
て
五
音

か
十
音

か
の
差

が
あ

る
と
し

て
も
そ
れ
を
無
視
し

て
短
歌
と

い
う
も

の
は
あ

り
得

な
い
と

い
う

こ
と
を
ず

っ
と
最
初
か
ら
思

っ
て
い
ま
し

た
。
最
初
期

の

「新

短
歌
」

の
歌
人
達

の
作
品

に
は
も

っ
と
長

い
の
と
短

い
の
が
あ

る
け

れ
ど
、
私

は
ど
う
し

て
も
そ
れ
が
歌
だ
と
は
思

え
な
か

っ
た

の
で
す
。

そ
れ
は
や

っ
ぱ
り
詩
じ

ゃ
な

い
か
な
、
と

い
う

ふ
う

に
。
私

は
だ
か

ら
短
歌
を
作

っ
て
い
る
意
識
が
強

い
ん

で
す

よ
。

安
森

あ

あ
そ
う

で
し

ょ
う
ね
。

た
だ

ど
う
な

ん

で
し

ょ
う
。

「
新
短
歌
」

主
催

の
宮
崎
信
義

さ
ん
も

そ
う
な
ん

で
す

が
、

あ
な

た

が
や

っ
て
い
る

「
未
来
山
脈
」

の
最
近
号
を
見

て
い
た
ら
、
短

い
の

で
二
十
五
音
ぐ
ら

い
、
長

い
の
で
四
十
五
音
ぐ
ら

い
。

こ
こ
の
と

こ

ろ
は
今

の
話
と
あ

っ
て
い
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
、
俵
万
智

さ
ん
の
歌

を
み
た
ら
、
三
十

一
音
を
先
ず
は
し

っ
か
り
守

っ
て
い
る
。
し
か
し

こ
れ
は
、
結
果
だ
け

の
よ
う
な
気
し

て
、
今

い

っ
た

二
十
五
音

や
四

十

一
音
と

い
う

の
も
結
果
か
ら
み

て
ま
あ

そ
の
位
な
ら
ゆ

る
せ

る
と

い
う
。
ど
う
も
短
歌

の
本
質

は
そ

の
結
果
と
し

て
の
三
十

一
音

に
な

ら
な

い
と
短
歌

に
な
ら
な

い
ん
だ
け
れ
ど
、
短
歌
性
と
か
短
歌
と

い

う
や

つ
は
五
音
と
か
七
音
と
か
五
七
調
と
か

い
う
、
ど
ち
ら
か
と

い

新
短
歌
論
序
説

う
と
、

こ
こ
に
本
質
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す

る
の
で
す
。

そ
う

い
う

見
方
か

ら
す

る
と
宮
崎
信
義

さ
ん
や
あ
な
た
の
場
合

は
、
確
と
し
て
、

五
音

と
か
七

音
と
か

い
う
リ
ズ

ム
が
常

に
頭

の
中

に
あ

っ
て
、
三
十

一
音

と
い
う
よ
り
も
基

本
律

の
五
音
と
か
七
音
と

い
う

リ
ズ

ム
が
、

い
や
く
ず
し

て
八
音
と
か
十
音
と
か

で
自
由
奔
放

に
や

っ
て
お
ら
れ

よ
う
に
み
え
る
ん
だ
け
れ
ど
も
。

光
本

私

は
、

そ
ん
な

に
意
識
は
し

て
な

い
ん

で
す
け
ど
ね
。
た

だ
歌

と
い
う
の
は
十

回
読
ん

で
み
る
、
と

い
う
ふ
う

に
自
分

で
自
分

の
歌
を
耳

で
聞
い

て
み
る
。
そ

の
と
き
、

に
ど
う
し

て
も
不
協
和
音

は
出

し
た
く
な

い
、

と

い
う

の
が
あ
る

ん
で
す
。

だ
か
ら
、

「
新
短

歌
」
だ

か
ら
不
協
和
音

で
い
い
と

い
う

の
で
は
な
く
、
私

の
中

に
あ

る
リ
ズ
ム
を
出

し
た
い
と
い
う

の
が
あ
る
ん

で
す
よ
。

安
森

い
や
、

よ
く
わ
か
る
ん

で
す
が
も
う
少
し
言
わ
せ

て
貰
う

と
、
あ

な
た
の
中

に
あ
る
リ
ズ

ム
を
調
整

す
る
た
め

に
十
回
ぐ
ら

い

く
り
か
え
し
て
読

ま
れ
る
。

そ
し

て
最
終
的

に
は
自
分

の
リ
ズ

ム
、

光
本
恵
子

と
い
う
自
分

の
リ
ズ

ム
、

呼
吸
と

い
う
か
、
そ

こ

へ
も

っ

て
く
る
た
め
な
ん
で
す

よ
ね
。

そ
れ
は
決

し

て
既
成

の
五
七
五
七
七

で
は
な
く
て
光
本
恵
子

の
リ
ズ

ム
な
ん

で
す
よ
ね
。
と

こ
ろ
が
、
そ

う
な
ん
だ
け
れ
ど
も
本
当

に
そ
う

い
う
光

本
さ
ん

の
個
的
な
リ
ズ

ム

一
五
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が

こ
の
社
会

の
な
か
に
あ

っ
て
、
今

と
い
う
時

代

に
生
き

て
、

い

っ

て
み
れ
ば
短
歌

の

一
三
O
O
年
と

い
う
歴

史
と
伝
統

を
積

み
重

ね
た

う
え

で
自
分
の
リ
ズ

ム
が
そ
う
簡
単

に
出

せ
る
ん
だ
ろ
う
か
。

い
や
、

出

る
ん
だ

け
れ
ど
も
八
割
九
割

が
、

も
う
既
成

の
、

い
や
あ
な
た
が

い
く

ら
出

そ
う
と
思

っ
て
も
普
遍
的

な
人

間

の
呼
吸
な
ら
呼
吸
、
息

づ

か
い
、

ま
た
は
い

っ
ぺ
ん
に
し

ゃ
べ
れ
る
何
音
と
か
と

い

っ
た
も

の
に
、
支

配
さ
れ

て
い
る

の
で
は
な

い
か
、
と
思
う
ん

で
す
ね
。

そ

の
中

で
、

五
七
七

と
か
五
七

七
五
七
七

と
か

の
リ
ズ

ム
の
方

は
滅
び

て
、
五
七
五
と
か
五
七
五
七
七
と
か
の
リ
ズ

ム
だ
け
が
残

っ
て
来

た
。

そ
う
す
る
と
、

こ
れ
が
や
は
り
、

光
本

さ
ん
な
ら
、
光
本
さ

ん
独
自

の
リ
ズ

ム
が
出
せ
た
ら

い
い
ん
だ
け
れ
ど
、

そ
れ

は
ど
う
も
既
成

の

何
か
が
あ

っ
た
上

で
、

一
、
二
割
も
出
せ
た
ら
、

い
い
ん
だ
と
思
う

ん
だ
け
け
ど
も
ね
。
光
本
さ
ん

の
場
合
、
啄
木
な

ん
か
も
頭

に
あ

る

ん

で
す
か
ね
。

光
本

啄
木

な
ん
か

で
も

ね
、

「
新

日
本

歌
人
」

な
ん
か

で
も
短

歌

の
教
祖

み
た

い
に
思

っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
も
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

で
も
あ
そ

こ
は
は

っ
き
り
と
五
七
五
七
七
な

ん
で
す

よ
ね
。

で
す

か

ら
、
や

っ
ぱ
り
そ

こ
の
所
と
自
由
律
と

い
う

こ
と
を
非
常

に
重
要
視

す

る
も

の
と
ね
、

「
新
短
歌

」

の
な

か

で
の
対
立
が

あ

っ
て
、

二

つ

一
六

の
グ

ル
ー
プ

の
争

い
が
今

で
も
実

は
内
部

で
も
あ
る
ん

で
す
ね
。
そ

こ
で
、
よ

り
新
し

い
考

え
方

と
い
う
の
は
、

口
語

で
あ
る
な
ら
ば

口

語

の
リ
ズ

ム
も
当
然
あ

る
の
じ

ゃ
あ
な
い
か
、

と

い
う

の
が

口
語
自

由
詩
を

い
う
も

の
に
と

っ
て
の
言

い
方

な
ん

で
す
よ
ね
。
私
は

こ
の

頃
、

「
こ
の
言
葉

は
文
語
だ

か
ら
使

っ
て
は
い
け
な

い
」

と

い
う
よ

う
な
言

い
方
を
宮
崎
信
義
先
生

が
な
さ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、

そ
う

い

う
と

こ
ろ
に
関

し
て
、
実

は
ち

ょ

っ
と
迷

い
が
あ

る
ん

で
す
よ
ね
。

安
森

そ
こ
の
と
こ
ろ
は

一
番
面
白

い
部
分
だ
と
思

い
ま
す
。
あ

な
た
の
歌

が
、
宮
崎
短

歌
と
ち

ょ

っ
と
違
う

の
は
、

そ
こ
だ
と
思

う

の
で
す
。

ど
う
し

て
か
と

い
う
と
、
宮
崎
信
義
先
生

は

「
こ
の
言
葉

は
文

語
だ
か
ら
使

っ
て
は

い
け
な

い
」
と
お

っ
し

ゃ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
、
会
話

と
か
、
そ
う

い
う
も

の
で
は
そ
う
か
も
し
れ

な
い
。

け
れ
ど
も
文
章

で
は
、
ま
だ
文
語
と

い
う

の
は
生
き

て
い
る
。
文
章

を
書

く

と

き

に
、

新

聞

で
も

「
在

り

し

日

の

…

.

.
」

な

ん

て

言

い
方
を
し

ま
す
し
、
「
亡

き
人
」
と

か
ね
。
ま
だ

ま
だ
大
分
、
文

語
は
生
き

て
い
る
。
文
語

の
助
詞
、
助
動
詞
が
ど

こ
で
死

ぬ
か
が
問

題
だ
け
ど
、
そ
う
簡
単

に
文
章

の
中

で
は
死
な

な
く
て
二
、

三
割

ぐ

ら

い
と

い
え
ば
お
か
し

い
け
れ
ど
、
と

い
う
か
全
部
き

り
捨

て
た
ら

無
理
が
お

こ
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す

ね
。

結
局
は
、

「新

短
歌
」
主



催

の
宮
崎
信
義
さ
ん

の
場
合
だ

っ
て
、
あ

ん
な

に
、
お
お
が
ら

で
良

い
歌

に
な

っ
て
い
る
理
由

は
、

五
音
と

か
七

音

の

「
五
七

調
」
「
七

五
調
」

の
律

が

一
首

の
歌

の
基
底

に
あ

っ
て
う
た
わ
れ

て
い
る
の
と

ち
が
う
か
と
思
う

の
で
す
ね
。
(
光
本
恵
子
V
S
安
森
敏
隆
対
談

「
赤
彦

(註
⑥
)

か
ら
二
十

一
世

紀

へ
」)

(
五
)

こ
の
歌
集

の
最
後

の
あ

た
り

に

「
満

の
九

十

二
月

二
十

四

日
」

と

「
い
ま

の
と

こ
ろ
」

と
題
す

る
歌

が
あ
る
。

な
ん
と
も
、
宮
崎
短

歌

の
面

目
躍
如

た
る

一
連

で
あ
る
。

満

の
九
十

二
月

二
十

四
日

さ
あ
満

の
九
十

だ
顔

は
昨

日
と
同
じ
だ
が
朝

の
日
ま
ぶ
し

い

と
う
と
う
満

の
九
十

に
な

っ
た
本
当

か
い
な

こ
の
私
が
九
十
や

二
月

二
十

四
日
は
私

の
元

日
九
十
代

へ
の
出

発

の
日
だ

生
ま
れ

て
九
十
年
が
経

っ
た

一
世
紀

に
十
年

足
ら
ぬ
だ
け

に
な

っ
た

百
年
と

い

っ
て
も
短

い
も

の
だ
満

の
九
十

と
十
年

違

い

二
千
年
紀

に
ま

た
が

っ
て
生
き

た
こ
れ
で
二
千
年

を
生

き
る
と
す
る

か

新
短
歌
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序
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人

ご
と

の
よ
う

に
思

っ
て
い
た

の
に
九
十

に
な

っ
た

こ
れ

で
ま

た
出

直

し
だ

満
九
十

の
肋

骨
を
撫

で
な
が
ら
体
重
を
測
る

五
十
五
キ

ロ

最
高

は
八
十

四
キ

ロ
今
は
五
十
五
キ

ロ
で
復
員

の
日
と
同
じ

今
年

は
九
十
代

へ
の
門
出

の
年

だ
が
杖
は
や

っ
ぱ
り

つ
く
と
し

よ
う

か喜
寿
米
寿
卒
寿

と
生

き

て
き
た
卒
寿

の
卒

は
卒
業

の
卒

い
ま
の
と

こ
ろ

あ

の
人

は
病

み
あ

の
人
達

は
逝

っ
た
梅

が
咲

い
て
も
淋
し

い
こ
と
だ

朝

は
仏
壇

に
ご
飯

と
茶
を
供

え
る
鈴

を
鳴

ら
し

て
た
だ
拝
む

子

や
孫

の
誕
生

日
に
は
赤
飯

と
ケ
ー
キ
を
持

っ
て
行
く
時

に
は
鯛

の

塩
焼
き
も

糖
尿

や
心
臓

の
薬
を
と
う

と
う

三
十
五
年
飲

ん

で
き
た

ま
だ
飲
む

毎
朝
七
粒

の
薬
を
飲
む
睡
眠

に
は
九
時
間

が
必
要

だ

白
内
障

の
目
薬
を

四
十
年
近
く

さ
し

て
き

た
が
最
後

は
手
術

い
ま

の
と

こ
ろ
ま
だ
入
れ
歯

は
な
い
し
眼
鏡

を
と
る
と

ル
ビ
も
読

め

るこ
れ
か
ら
は
食

べ
た

い
も

の
を
食

べ
寝

た
い
と
き
に
寝

て
温
泉

に
も

一
七



新
短
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論
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つ
か
り
に
行

こ
う

朝
寝

が
増

え
昼
寝

が
増

え
た
梅
酒

一
杯

で

一
日
命
が

の
び
る

曾
孫

の
誕
生

日
を
迎

え
た

お
じ

い
ち

ゃ
ん
お
じ

い
ち

ゃ
ん
と
曾
孫

な
り
に
忙

し
い

子

ら
が
九
十

の
祝

い
を
し

て
く
れ
る

こ
ん
ど
は
中
華
料
理
だ
そ
う
だ

子

ら
が
九
十

の
祝

い
を
し

て
く
れ
た
死
ぬ
と
き
も

に
ぎ
や
か
な
方
が

よ
い

〈
み
ん
な
揃
う
た
か
さ
あ
そ
れ

で
は

こ
れ
か
ら
死
ぬ
と
し

ょ
う

元

気

で
な
〉

「新

短
歌
」
は
宮
崎
信
義
と
と
も

に
、

こ
こ
ま

で
駈
け

て
き
た
し
、

こ

れ
か
ら
も
二
十

一
世
紀
を
駈
け
ぬ
け

て
い
く
と
、
思
わ
れ

る
。
宮
崎
信
義

は
、

こ
の

『
千

年
』

の

「
あ
と
が
き
」

で
、

「
年
齢
」

に

つ
い

て
、
次

の

よ
う

に
い

っ
て
い
る
が
、
参
考

に
な
る

の
で
、
掲
げ

て
お
く
。

年
齢

的
な

こ
と

に
な
る
が
、
喜
寿
が
来
る
と
八
十
歳
ま

で
は
何
と
か

生
き
ら
れ
そ
う
に
思
え
た
し
、
八
十
か
ら
米
寿

に
な
る
ま

で
の
間

は
や

や
長

く
感

じ
ら
れ
た
が
、
米
寿

に
な
る
と
あ
と
二
年
く
ら

い
の
こ
と
だ

か
ら
九
十
歳
ま

で
は
生
き
ら
れ
よ
う
か
な
ど
と
考
え

て
い
る
間

に
、
と

一
八

う
と
う
私
も
九
十
歳

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
巻
末

に
な
る
ほ
ど
年

に
関

す
る
作
品
が
多
く
な

っ
て
な

に
か
あ
わ

た
だ
し

い
が
、

さ
て
人
生

で
の

最
後

の
目
標
と

で
も

い
う
か
、
九
十

に
な

っ
て
み
る
と
、

一
世
紀

の
百

年
と

い
う
年
月
も

そ
う
長

い
も

の
と

は
思

え
な
く

な

っ
て
く
る
の

で
あ

る
。

(
『
千
年
』
中

「
あ
と
が
き
」
)

〈
注

〉

註
①

「
日
光

」

は
大
正

十

三
年

四
月

一
日
に
創

刊
さ

れ
、

そ

の

コ
扉
」

に

「
日
光
を
仰
ぎ
、
/

日
光

に
親
し
み
、
/

日
光

に
浴
し
、
/

日
光

の
ご

と

く
遍

ね
く
、
/

日
光

の
如

く
明
る
く
、

/

日
光

の
ご
と
く
健

や
か

に
、

/

日
光
と
と
も

に
新
し
く
、
/
日
光
と
と
も

に
我
等
在
ら
む
。」
と
あ

る
。

註
②

「新
短

歌
概
論
」

(
『
短
歌
講
座
』

第

四
巻
)
改
造
社

昭
和
七
年

八

月
)。

註
③

拙
論

「
昭
和
短
歌
史
」

(
『近
代
短
歌

を
学
ぶ
人

の
た
め

に
』
世
界

思
想

社

・
一
九
九
八

・
五
)
参

照
。

註
④

「
こ
の
国

の
近
代
化

は
ま
ず
第

一
に

『
文
明

開
化
』
を

キ

ー
ワ
ー
ド
と

し

て
推
進

さ
れ
る
が
、

政
治
上

は
近

代
天
皇
制

の
確
立

に
向

け

て
、

国

家
、

社
会
、

文
化

の
全

分
野
が
整
備

、
改
革

さ
れ

て
ゆ

く
。

近
代
短

歌

史
も

こ
う
し
た
動
向
と
無
関
係

で
は
な
い
。
宮
内
省

に

『
歌
道
御
用
係
』

が
設

置

(明

四
)
さ

れ
、

福
羽
美
静

、
八

田
知

紀
、
渡
忠

秋
、
近
藤

芳



樹
、

高
崎
正
風

ら
が
御

用
係

に
任
命

さ
れ

る
。

同
七
年

か
ら
御
歌
会

始

に
国

民

一
般
か

ら
も
詠
進

が
許
さ
れ
、

そ

の
う
ち
優
秀
作

を
天
皇

の
前

で
披
講

す
る

こ
と

に
な

っ
た
。

(明
十

二
)
。
十

九
年

に
侍

講
局
文
学

御

用
掛

、

侍
従

職
御
歌

掛

と
な

り
、

二
十

一
年

、
御

歌
所

(
長
、

寄

人

〔七

人
〕
参
候

の
各
職
制

よ
り
な
る
)
が
設

け
ら
れ
、

こ
こ
に
宮
中

の
私

的
な
歌
会

が
、

国
家

の
機
構
中

の
重
要

な
役
割
を
担
う

こ
と
と
な

っ
た
。

初
代
所
長

に
高
崎
正

風

(
一
八

三
六

二

九

一
二
)

が
任
命

さ
れ
、

明

治

四
卜

五
年
二
月

、
七
十
七

歳

の
高
齢

で
没
す

る
ま

で
四
半

世
紀

の
長

き
わ

た

っ
て
宮
内
省

派

の
頂
点

に
君
臨
し

た
。」

(上

田
博

「
明
治

・
大

正
短

歌
史
」

・

『
近
代
短

歌
を
学

ぶ
人

の
た
め

に
』

所
収

世
界
思
想

社

・

一
九
九
八

・
五
)
参
照
。

註
⑤

光
本
恵

子

『
宮
崎
信
義

の
う
た
百
首
』
(短
歌

研
究
社

平
成
十

一
年
六

月
)

註
⑥

川
口
紘
明

・
安

森
敏
隆
共

同
編
集

「
P
H
O

E
N
I
X
」
第
九

号

(
ぽ

え

に
く
す
発
行
所

平
成
九
年
十
月
)
。
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歌
論
序
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一
九


